






 

 

上期は、初めての 10 連休となった GW 中のサポート依頼やマッチングの心配から始ま

りました。しかし蓋を開けてみれば「保育施設の休日保育を使えることになった」等でキ

ャンセルもあり、5 件ほどの追加依頼にとどまりました。依頼は相変わらず送迎の割合が多

く、7 月には以前から考えていたチャイルドシートの装着研修を、JAF から講師を派遣して

いただき受講しました。しっかり設置するコツなど教えて頂

きながら貸出用のシートをスタッフが自

分の車に装着してみました。とても良い内

容だったので、いつかサポート会員のステ

ップアップ研修に取り入れられないかと

考えています。 

サポート会員養成講座は前回からファミサポが主催となりましたので、午前中 4 日間の

日程にして若い世代の参加を促しました。 広報に大きく取り上げてもらえたこともあっ

てか、9 月は久しぶりに 10 名の登録となりました。 

また、7 月には初めて市長が来所され、ファミサポに興味を持っていただいていることが

うかがえました。今後も保育課と連携しつつ充実した支援に取り組んでまいります。 

スタッフ 長瀬・磯・安田・熊久保・久保 

 

 

前期は黒磯地区 4 回、西那須野地区５回の依頼をいただき、計 9 回の託児となりました。

初めての依頼者もありました。翌日のお礼の電話は嬉しい出来事でした。別の講座に参加

されたママさんからは「リフレッシュ出来ました。ありがとうございました。」という言葉

をいただきました。子どもの人数の急な変更で、やむなく当日サポーターの皆さまにキャ

ンセル連絡させていただくこともあるのですが、快く対応していただき感謝しております。

 HP の効果も感じております。集団託児のシーズンを迎える

秋以降も、登録いただいている 102 名のサポーターの皆さんと

活動して参ります。日時、場所、人数等で保育者の調整をして

いるため、あまり依頼できていないサポーターさんもおられま

すが、ほっとねっと携帯からの着信があった時には、是非ご協

力をお願いいたします。   集団託児担当 安田・久保 

 

              ２０１９年度上期を振りかえって 

         令和元年度前期を終えて  

編集後記：令和と改元されたのは 5 月、記念すべき年のほっとねっと総会は、令和元年 6 月 8 日(土)に行い

ました。子ども食堂、ホームスタートも軌道に乗り始め各担当者の方々、会員をはじめボランティアの方々

の熱い思いや難問等も話し合われ、総会の後には勉強会を開くなどとても有意義な総会になりました。 

また今号は、異常気象がもたらした台風１５号 19 号により、広範に亘る災害の報道や今後の復興が心配さ

れる中での発行でした。被災された多くの皆様に心よりお見舞い申し上げます。       佐々木 

※資源回収へのご協力ありがとうございます。家庭訪問型子育て支援「ホームスタート」 
の運営資金を集めるため、この夏からアルミ缶、ダンボール、新聞紙の資源回収を 
始めました。さっそく多くの方々が回収にご協力くださり、本当に感謝しています。 


